
１９７０年から２００７年まで使用され

た青森高校旧校舎（同校提供）

「自
律
自
啓
」心
に

Ｊ
Ｒ
貨
物
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

安
全
統
括
本
部
長

遠
藤
雅
彦
．
�
回
生

　
入
学
し
て
す
ぐ
鈴
木
太
左
衛

門
校
長
か
ら
自
律
自
啓
の
お
話

が
あ
り
、
と
て
も
共
感
し
ま
し

た
。
青
高
時
代
の
３
年
間
は
山

岳
部
に
所
属
し
て
部
活
に
明
け

暮
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
き
顧
問

と
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
て
１
９

７
７
年
北
ア
ル
プ
ス
で
開
催
さ

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
、
幸
運
に

も
優
秀
パ
ー

テ
ィ
ー
に
選

ば

れ

ま

し

た
。
こ
の
時

に
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
思

い
と
、
日
本
全
国
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
す
る
仕
事
が
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
に
至
り
、
国
鉄
に

入
社
し
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、

こ
れ
が
私
の
人
生
の
転
機
で
あ

り
、
心
の
底
に
は
自
律
自
啓
の

精
神
が
あ
り
ま
し
た
。
青
高
に

感
謝
で
す
。

実
り
多
い
将
来
へ

青
森
商
工
会
議
所
会
頭

若
井
敬
一
郎
・
�
回
生

　
青
森
高
校
創
立
百
二
十
周
年

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
百
二
十
年

と
い
う
長
い

歴

史

の

中

で
、
常
に
進

化
を
し
続
け
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
に
も
有
為
の
人
材
を
多
数
輩

出
さ
れ
て
お
り
、
青
森
高
校
へ

の
期
待
は
一
層
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
在
校
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
歴

史
と
伝
統
あ
る
学
び
舎
で
学
べ

る
こ
と
を
誇
り
に
、
大
い
に
知

を
探
求
し
、
た
く
さ
ん
の
経
験

を
し
て
、
実
り
あ
る
将
来
を
実

現
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
青
森
高
校
の
更
な
る
発
展

と
、
卒
業
生
お
よ
び
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。同

期
同
窓
が
宝
物

画

家

林
ひ
ろ
美
・�
回
生

　
我
が
愛
す
る
故
郷
の
ね
ぶ
た

祭
と
、
お
洒
落
な
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
の
風
景

を
テ
ー
マ
に

し
て
、青
森
、

東
京
で
毎
年

開
催
し
て
き

た
個
展
も
�
回
を
過
ぎ
た
。
ど

こ
で
開
催
し
て
も
、
青
高
の
同

期
、
同
窓
の
方
々
は
来
場
し
て

下
さ
っ
た
。
同
じ
学
舎
で
育
っ

た
と
い
う
の
は
良
い
も
の
だ
。

１
枚
の
案
内
は
が
き
に
よ
っ

て
、
心
温
ま
る
交
流
の
輪
が
広

が
る
。

　
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
た
い
応

援
は
、
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。

故
郷
、
そ
し
て
青
高
の
同
期
、

同
窓
は
私
の
宝
物
だ
。
個
展
は

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
続
け
て

い
き
た
い
。

い
つ
か
甲
子
園
へ

医
療
法
人
蛍
慈
会
理
事
長

石
木
基
夫
・�
回
生

　
親
の
事
業
を
継
承
す
る
た
め

浅
虫
に
帰
っ
て
き
て
約
�
年
が

経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
青
高
野

球
部
は
２
度
甲
子
園
予
選
決
勝

に
進
出
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を

さ
ぼ
っ
て
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の

特
等
席
で
観
戦
し
ま
し
た
が
、

２
度
と
も
残
念
な
が
ら
敗
退
し

ま
し
た
。
特
に
２
０
１
４
年
の

決
勝
は
途
中
ま
で
リ
ー
ド
し
て

甲
子
園
の
切
符
が
手
に
入
る
寸

前
ま
で
い
っ
た
の
で
本
当
に
悔

し
か
っ
た
で

す
。
前
回
の

甲
子
園
出
場

は
�
年
前
。

野
球
部
の
皆

さ
ん
ど
う
か
私
が
生
き
て
い
る

う
ち
に
一
度
で
い
い
か
ら
甲
子

園
に
連
れ
て
行
っ
て
！

「青
春
」を
生
き
る

協
同
組
合
タ
ッ
ケ
ン
代
表
理
事

川
嶋
勝
美
・�
回
生

　
私
は
�
歳
の
時
す
い
臓
が
ん
で

さ

ま

よ

死
の
淵
を
彷
徨
う
体
験
を
し
ま
し

た
。
人
生
で
「
七
転
八
起
」を
沢
山

経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
学
ん
だ
コ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
（「青
春
」

を
生
き
る
）
こ

と
の
大
切
さ
で

す
。
今
私
は
、挑

戦
、
情
熱
、希
望

な
ど
の
「
青
春
」
を
表
す
言
葉
を

胸
に
、
暮
ら
し
の
一
つ
一
つ
の
場

面
で
「
前
を
向
い
て
生
き
る
」
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
現
在
は

同
期
の
学
友
の
み
な
ら
ず
、
諸
先

輩
、
後
輩
の
同
窓
の
皆
さ
ん
と
の

繋
が
り
で
、元
気
を
も
ら
っ
た
り
、

支
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
在
籍

し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

心
か
ら
の
感
謝
を

東
京
青
高
同
窓
会
名
誉
会
長

清
藤
良
則
・�
回
生

　
１
９
０
０
年
に
青
森
県
第
三

中
学
校
と
し
て
創
立
し
青
森
中

学
校
、
青
森

高
等
学
校
を

経
て
、
青
森

女
子
高
等
学

校
と
の
統
合

で
青
森
県
立
青
森
高
等
学
校
が

誕
生
し
て
か
ら
長
い
歴
史
を
刻

ん
で
き
た
母
校
。

　
卒
業
し
て
か
ら
�
年
に
な
り

ま
す
が
青
中
、
青
高
女
、
青
高

の
各
校
歌
を
今
も
口
ず
さ
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
が
刻
ま
れ
た

「
自
律
自
啓
」「誠
実
勤
勉
」
「和

協
責
任
」
の
綱
領
を
自
分
の
誇

り
に
し
て
い
ま
す
。
今
の
私
が

あ
る
の
は
、
母
校
の
お
蔭
だ
と

改
め
て
感
じ
て
い
る
次
第
。
百

二
十
周
年
を
寿
ぎ
、
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
益
々
の

発
展
を
祈
念
し
、
そ
し
て
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

青
春
駆
け
抜
け
て

青
森
山
田
学
園
学
園
長

佐
々
木
誠
造
・統
合
１
回
生

　
青
森
高
校
の
自
由
闊
達
な
校

風
は
、
伸
び
や
か
な
個
性
と
豊

か
な
感
受
性

そ
し
て
自
主

独
立
の
精
神

を
養
い
、
私

自
身
も
卒
業

し
て
か
ら
�
年
を
経
過
し
た
今

も
な
お
様
々
な
こ
と
へ
の
挑

戦
の
意
欲
が
失
わ
れ
て
い
な
い

の
は
わ
が
母
校
の
お
か
げ
で

す
。

　
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
後

輩
た
ち
に
は
、
こ
の
校
風
の
も

と
で
失
敗
を
恐
れ
ず
、
思
い
思

い
の
青
春
時
代
を
駆
け
抜
け
て

行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　青森高校がこれまでに送り出し

た学生は約４万人に上り、県内はも

とより国内外に大きな足跡を残して

きた。各界で活躍するＯＢ・ＯＧが無

限の可能性に挑戦する在校生へ熱い

エールを送った。（掲載は卒業順）

　
薬
学
者
・
石
館
守
三
（
�
回

生
）
、
詩
人
・
高
木
恭
造
（
�

回
生
）
、
衆
院
議
員
・
木
村
文

男
（
�
回
生
）
、
洋
画
家
・
鷹

山
宇
一
（
�
回
生
）
、
小
説
家

・
太
宰
治
（
�
回
生
）
、
画
家

・
阿
部
合
成
（
同
）
、
衆
院
議

員
・
中
村
拓
道
（
�
回
生
）
、

版
画
家
・
関
野
準
一
郎
（
�
回

生
）
、
衆
院
議
員
・
竹
中
修
一

（
�
回
生
）
、
推
理
作
家
・
高

木
彬
光
（
�
回
生
）
、
衆
院
議

員
・
関
晴
正
（
�
回
）
、
衆
院

議
員
・
古
寺
宏
（
�
回
生
）
、衆

院
議
員
・竹
内
黎
一
（
同
）

　
彫
刻
家
・
成
田
亨
（
１
回
生
）

　
元
青
森
市
長
・
佐
々
木
誠
造

（
１
回
生
）
、
劇
作
家
・
寺
山

修
司
（
４
回
生
）
、
報
道
写
真

家
・
沢
田
教
一
（
同
）
、
推
理

作
家
・
海
渡
英
祐
（
同
）
、
卓

球
選
手
・村
上
輝
夫
（６
回
生
）
、

詩
人
・
鈴
木
ユ
リ
イ
カ
（
�
回

生
）、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
代
表
取
締
役

会
長
・
大
里
洋
吉
（
�
回
生
）
、

前
青
森
市
長
・
鹿
内
博
（
�
回

生
）
、
平
内
町
長
・
船
橋
茂
久

（
�
回
生
）
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
・
田
澤
拓
也
（
�
回

生
）、Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
　

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
・
佐
藤
竹

善
、
藤
田
千
章
（
と
も
に
�
回

生
）、青
森
市
長
・
小
野
寺
晃
彦

（
�
回
生
）
、
映
画
監
督
・
横

浜
聡
子
（
�
回
生
）
、
む
つ
市

長
・
宮
下
宗
一
郎
（
�
回
生
）

　
※
同
窓
会
員
名
簿
な
ど
を
基

に
作
成

　 　 　 　


